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研究成果の概要（和文）：日本神話は戦前の軍国主義教育に利用された後遺症として、戦後は初等教育はもちろん大学
においても学術的研究は行われてこなかった。しかし他の国々では人類文化史の重要な要素として神話を研究すること
が分子生物学をはじめとする諸科学との協同の中で目覚ましい成果を挙げている。その中に日本神話も位置づける目的
で本研究は行われ、他地域の神話との比較によって日本神話が世界文化史上極めて重要な、日本が世界に誇ることが出
来る文化文化遺産であることを示すことが出来たと考えている。日本神話は世界の始まりから王権の成立までの一連の
流れを体系として保存しているが、それは文字使用の遥か以前からの古形に由来すると考えられる。

研究成果の概要（英文）：Before the Pacific War, Japanese mythology was taught in schools for ideological p
urpose. Due to such wrong usage, after the war, study and education of Japanese mythology has been avoided
 not only in schools but also in universities. The advancement of mythological studies in other countries 
however has been quite remarkable: collaborating with other branches of sciences such as archaeology, gene
tics and phylogeography, comparative mythology is now an important field for the reconstruction of human h
istory. Working together with mythologists of other countries, we introduced the latest stage of research 
in Japanese academia through publication and at the same time emphasized the cultural importance of Japane
se mythology for world culture. Japanese mythology preserves the ancient common mythological structure rem
arkably well. It deserves more serious collaborated research in Japan, too. Our researchm we hope, could b
e the first step toward a such larger project.     
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１．研究開始当初の背景 
（1）グローバル化の進行にともない、日本
神話も日本文化を代表するコンテンツとし
て、国内外で大きな注目を集めている。その
ため日本神話に関する学術性や信頼度の高
い情報、わけても外国語によるものの提供は
急務である。しかし海外においては太平洋戦
争以前の古い日本神話研究が依然として紹
介されている場合も散見する。こうした状況
では海外における日本神話研究者との積極
的な交流、新旧の研究成果の体系的な収集と
分類、それぞれの研究のもつ意義の学術的な
位置づけ、そして必要があれば旧来の研究の
訂正とそれに代わるものの提示を国内外に
対して積極的に発信していくことが必要と
考えた。 
 
（2）本研究では明治期から現在にいたるま
でに行われてきた海外における日本神話研
究について、研究視点、日本をとりまく国際
状況や情報環境などを総合的に考察した研
究史の構築を目指すための準備作業を行っ
た。そうした包括的な視点からの海外におけ
る日本神話の研究史はこれまで編まれてい
ない。従来の海外における日本神話研究を体
系化し、かつ現在の神話学における日本神話
の位置づけを検討する作業は、今後の神話学
一般の展開にも資すると考える。 
２．研究の目的 
（1）本課題に取り組む準備として、研究代
表者の松村は、2010 年の国際宗教学宗教史
世界会議(IAHR）において Western Impact 
on Study of Japanese Mythology と題する
発表を、また同年の日本宗教学会第 69 回学
術大会においても発表「日本神話研究におけ
る欧米研究者の貢献」を行い、近代から現代
までの欧米研究者による日本神話研究につ
いて概観を行った。 
 
（2）研究分担者の平藤も、同様の問題関心
のもと、2006 年度より 2008 年度まで科学研
究費補助金を研究課題「外国人による日本神
話研究の歴史とその影響に関する研究」若手
研究（B）で取得し、特に明治期の外国人研
究者による記紀の翻訳と神話学の関係、およ
びその後の海外の日本研究への影響を調査、
研究したが、同研究はチェンバレンなどの明
治期の研究者に重点が置かれており、その後
に展開した日本神話研究については取りあ
げなかった。しかし、海外における日本神話
の研究はその後もさまざまな地域で展開し
ており、現在もフランスでは神話学者のフラ
ンソワ・マセとアラン・ロシェが共同で古事
記、日本書紀のあらたなフランス語訳に取り
組み、ドイツではクラウス・アントーニが古
事記のドイツ語訳を 2013 年に出版し、スペ
インでも 2012 年に古事記のスペイン語訳が
刊行されている。そのほか欧米以外にも韓国
やロシア、インドなどでも日本神話研究が進
んでいる。また、チェンバレンの翻訳発表後、

その当否について日本で議論されたり、また
近年韓国で古事記の翻訳を行なった魯成煥
が、その成果を日本でも講演や研究発表など
で公開するなど、翻訳が日本の神話研究に与
えた影響も小さくないと考える。そこで翻訳、
および国内外でのその影響について、体系的
に分類し、それぞれのもつ意義を学術的に位
置づけ、日本語だけではなく英語でも発信し
ていくことが、国際社会に向けて日本神話の
文化的意義の理解を深めるために必要であ
ると認識し、今回の研究課題に取り組んだ。 
３．研究の方法 
（1）本課題では、明治期から現在にいたる
までに行われてきた海外における日本神話
研究について、研究視点、研究者が置かれて
いた時代状況、学問状況、日本をとりまく国
際状況や情報環境などを総合的に考察し、そ
の成果を体系化し、意義を明らかにしようと
した。 
４．研究成果 
（1）3 カ年の研究期間内に、下記の調査、研
究を行った。 
①両名は海外における日本神話研究の現状
に関する調査を、地域を限定せずに広汎に情
報を収集し、現状の把握に努めた。 
②主として平藤が、19 世紀から現代までの古
事記の翻訳状況について調査した。現在まで
に古事記は少なくとも 14 カ国語に翻訳され
ていることが確認された。英語やイタリア語
は、複数回翻訳されている。そこで翻訳が行
われる背景について、翻訳者の問題意識や研
究視点、日本とその国との交流のあり方など
を総合的に研究した。英訳についてはチェン
バレンとフィリッパイ、そしてアストンの日
本書紀の翻訳を比較し、時代背景に加え日本
における上代語の研究成果が各人の翻訳に
強く影響を与えていることがわかった。また
イタリア語については、宗教学者のラファエ
ル・ペッタツォーニ、神父のマリオ・マレガ、
日本文学の研究者であるパオロ・ヴィラーニ
の翻訳を比較し、それぞれの専門分野、ある
いは宗教観と翻訳との関係を検討した。これ
らの調査結果はデータベース化しており、今
後さらに内容を精査し、インターネットで公
開する予定となっている。 
③両名は、19 世紀以降の海外の神話学者によ
る日本神話への言及について調査し、神話学
の学説史の流れのなかで、日本神話研究の意
義がどこにあったのかを考察した。また現代
の神話学における日本神話の位置づけにつ
いて研究した。 
④上記①～③の研究をとりまとめて成果を
出版した。これについては松村が代表として
主として行った。 
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